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論文内容の要旨

鉄損石は Ir など微量元素濃度によりグルーフ。分けがなされている D 多くの鉄損石の微量元素は分別結晶化の際の

固液分配で説明される。分別結晶化とは一旦熔融した金属が冷却とともに固化してし、く過程である。私が注目した

IAB グループの鉄損石における微量元素濃度は分別結晶化では説明ができない。このような特異な元素分布を説明す

る物理過程として部分熔融が考えられている o 部分熔融とは，完全に熔融するまでには至らない温度で熔融した成分

が固体部分から分離される過程である。この分離された成分が IAB 鉄損石になったとすれば，元素濃度が説明可能

になるo このことは IAB 鉄損石が完全熔融する温度までには加熱されていないことを意味している。したがって，

IAB 鉄損石が揮発性の高い希ガスにおいても始源的な成分を保持している可能性があるO 始源的な希ガスを見出す目

的にはこれまで熱的な過程を免れてきたコンドライトが用いられてきた。 IAB 鉄損石は酸化還元状態などにおいてコ

ンドライトが生成された条件とは異なり，空間的に異なる位置で生成されているO したがって， コンドライトが与え

てきた情報とは異なる空間での情報を IAB 鉄損石から得ることが可能になるo そのような情報を希ガスから得るの

が本研究の目的である O 本研究では特に包有物に注目した。 IAB 鉄損石は珪酸塩鉱物，グラファイトなど，このグルー

プに特徴的な包有物を含んでいる o これらは他の鉄隈石には含まれておらず，これらの包有物から IAB 鉄損石に特

徴的な情報を得ることが目的である。

Bohumilitz, Magura 損石の希ガス同位体分析から，これらの IAB 鉄損石に 3 種類の始源的希ガス成分が含まれ

ることを見出した。 Q成分， HL 成分，さらに本論文で再定義した El Taco 成分の 3 種類である。 Q成分は通常コン

ドライトに含まれる希ガス濃縮相Q相に含まれる成分である o HL 成分は通常コンドライト中ではプレソーラーダイ

ヤモンドに含まれる成分であり，超新星爆発での核合成過程で生成されたとされる同位体の異常を示すo El Taco 成

分は Mathew and Begemann (1 995) で提案された El Taco という IAB 鉄損石中のグラファイトに存在していた成

分である o ただし，本論文で彼らの提案した成分が 2 成分の混合であることを示し，再定義した。

再定義した El Taco 成分は IAB 鉄損石以外の損石では見出されておらず，この成分がQ成分と共存することは，

IAB にコンドライトとは異なる起源の物質が含まれていて，それらが均一に混ざることがなかったことを示唆してい

る。また， IAB 鉄損石に含まれていた HL 成分は， Ne/Xe 比が 2 桁程度コンドライトでの観測値とは異なっていた。

これは IAB 鉄損石中の HL 成分を生成した核合成反応がコンドライトの核合成反応とは異なっていたことで説明可

能である O 異なる核合成反応の影響は，これまで行われてきた IAB 鉄隈石の希ガスデータを再検討することでも見
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出すことができた。

このように本研究により， これまでコンドライ卜を中心lこなされてきた始源的希ガスの研究を IAB 鉄損石にまで

広げることで， これまでの研究では得られなかった情報を得ることが可能になった。

論文審査の結果の要旨

本論文は，鉄損石中の希ガス成分で、ある El Taco Xe を詳しく解析し，この新しい成分がさらに分解できる新成分

からなること，また鉄損石の希ガス測定データから鉄損石中に炭素質隈石と関連する希ガス成分があることを論じた

ものである。これは， これまで提唱されている鉄損石の成因モデ、ルに新たな制約を与えるものである o 以上のことか

ら博士(理学)の学位論文として十分価値あるものと認める。
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